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優しく強い子に！ 南のＪｒユースは 16年前に，故松田監督が矢上に
「南のＪｒユースを創りたい」
と言ったことが始まりです。
「学校のクラブ活動がない時に，部活には入らないけ
どサッカーを楽しみたいという中学生のために，勉
強をＧＡＭＢＡり，サッカーも楽しみたいという中
学生のために南のＪｒユースを創りたい」

という趣旨だったのです。
会費も月 1500 円にしました。たくさんの中学生に

参加してもらうために最低限必要な額にしたのです。
「他に優しく，やるべきことをやり抜く強さを持つ

http://www.minamih.net/ 子が育つ素敵な南を創りたい」
１９・ １・ ５（土）とスタートしたのです。その年の 6年生は全員が南の
南ＮＥＷＳｎｏ１１６ Ｊｒユースに入部したのです。２００４年には拓大杯

を制し，三多摩リーグも制したのです。
来年の 4月，みなみ野から 11人が南のＪｒユースに入部します。南Ｊｒユ

ースの日頃の活動の良さがみなみ野の子ども達・コーチ・保護者にも伝わって
いるのだと思います。松田さん亡き後を引き継いだ和田監督以下のスタッフの
努力が認められたのです。
南のエースでキャプテンだった小松君と名ＧＫだった高田君は昨年の八王子

ｖｓ静岡定期戦Ｊｒユースの部で小松・高田のホットラインが躍動し，勝利し
たのです。小松君・高田君は勉強・部活と南の三つをやり遂げてこの春に卒業
します。南の先輩に続いてほしいです。

「〇〇クラブに受かりました」
と笑顔でセレクション合格の報告を受けるとき，私も
「良かったね！ＧＡＭＢＡってね！」
と気持ちを込めて祝福の言葉を贈っています。
勉強にもしっかりと力を注ぎながら，強い名だたるクラブに入ってハイレベ

ルな力をつけ，サッカーを楽しむことも素晴らしいことだと思います。
一方，勉強もＧＡＭＢＡり，部活も南のサッカーも楽しむという選択も素晴

らしいなと思っているのです。幼児から大人のクラブの代表として思うのです。
サッカーはブランドでするものではありません。日々の努力が自分を高める

のです。それができる人が次のステージに登場できるのです。
ｂｙ南のアンパンマン

最近読み終わった本です。希林さんと黒木さん共演の映画の原作です。学ぶ
ことがたくさんありました。お貸しします。

『日日是好日』 森下典子著 新潮文庫
ｐ２２９～２３０

個性を重んじる学校教育の中に，人を競争に追い立てる制約と不自由があり，
厳格な約束事に縛られた窮屈な茶道の中に，個人のあるがままを受け入れる大
きな自由がある‥‥。
いったい，本物の自由とはなんだろう？
そもそも，私たちは何と競っているのだろう？
学校もお茶も，目指しているのは人の成長だ。けれど，一つ，大きく違う。

それは学校はいつも「他人」と比べ，お茶は「きのうまでの自分」と比べるこ
とだった。
私は，ある後ろ姿を思いだした。
八十歳を老婦人が，真っ白い髪を結い，淡い藤色のストールを肩にかけて立

ち去る光景‥‥。初めてミチコとお茶会に連れて行ってもらった日，三渓園の
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庭に面したお座敷で，その人と出会った。
「さっ，私もこれから，もう一席，お勉強してきましょう」
その老婦人は，去り際に嬉しそうにこう言った。

「お勉強って，本当に楽しいわね」
受験のための勉強をしてきた私とミチコには，八十過ぎの人と「お勉強」と

いう言葉がどうしてもそぐわないものに思えた。
この世には，学校で習ったのとはまったく別の「勉強」がある。あれから二

十年が過ぎ，今は思う。それは，教えられた答えを出すことでも，優劣を競争
することでもなく，自分で一つ一つ気づきながら，答えをつかみとることだ。
自分の方法で，あるがままの自分の成長の道を作ることだ。
気づくこと。一生涯，自分の成長に気づき続けること。
「学び」とは，そうやって，自分を育てることなのだ。

12 月 24 日(月) 朝日新聞 朝刊 １２・３１に観てきます。

守備の中心は、１対１に強いＤＦ永吉風太選手〈３年）との記述があります。


